




































































































































































































?Métier of the Clinical Philosophy
こっちが参加してよって言って、むこうが嫌
だって断ったりですね、それからいろんな齟
齬があったり、まあ葛藤があるわけですね。
担任が入ったりするんですが、そういう体験
を豊富にしているものですから、人間関係に
ついてはひとつの生きた実習をしているわけ
です。そのとき人間関係をテーマにとりあげ
た掘下げをやると、実りがあるという面があ
る。例えば「オウム真理教」に関わる実践を
やっていた年も、「個人主義」は正しいかと
いうアプローチをしたのは、そういう文脈も
下地にあるんです。
　３年生は最後ですからすごく盛り上がる、
学園祭でずい分変わります。そのなかでいろ
んな体験をしていることが整理されていく。
それ以前の成育過程ですね、小学校中学校で
経験してきた血縁関係、家族関係、そういう
ものも振り返りながら人間関係のあり方を考
えていく、ということでこの機会を利用して
います。ディタッチメントとかコミットメン
トとか、あなたは自分としてどちらかってい
うとどれに賛成ですか、ということを聞きます。
　あと、具体的な授業の中でのやり方につい
ては、ノウ・ハウですから、あまり哲学教育
そのものには用をなさない、けれど実際には
こういうことを通じて教育がされている、と
いうことです。ともかく私の方でしゃべって
いるだけではよくわからない、相手があっ
て、相手がどこで反応を示すか、その反応を
組織して活用させていって、さらに次をめざ
していく、という投げ返しの枠組みみたいな
ものがあります。
　特に私が重視しているのはノートの使い方
です。板書を写すことは必ずしも強制はして
おりませんが、私が授業で取り扱ったことに
ついて、あなたはどう考えるか、どういう踏
み込み方をするか、それから授業でやったこ
とに関係して、新聞の記事を見つける、それ
を切って貼ってまとめるのもいいけれど、た
だ自分でどう思っているかを必ず書く、とい
うことで、できるだけ自分の意見も発信でき
るようにする、ということを言っています。
私は哲学とか高校の倫理の授業の中で目標に
しているものは、ちょっと抽象的なものいい
になりますが、「自分の頭でものを考える」
こと、そのことがができるように「育てる」
ことと思っています。ただ、それはどういう
意味かというと、それは当然必要であると思
うんですが、それはまた質疑応答のなかで話
していきたいと思っています。
（おおつかけんじ　同志社高校教員）
